
【
各
論
】

酒
井
家
（
庄
内
藩
、
松
山
藩
、
大
山
藩
）
か
ら
み
る
大
名
評
判
記

和
田
　
雄
介

　
1
．
は
じ
め
に

　
班
の
土
ハ
通
作
業
で
、
『
武
家
諫
忍
記
』
諸
本
の
語
句
の
比
較
を
行
っ
た
。
本
報
告
で
は
そ
の

な
か
で
特
に
、
御
家
騒
動
や
分
知
等
の
史
実
に
興
味
を
ひ
か
れ
た
、
出
羽
国
の
酒
井
家
に
焦

点
を
あ
て
る
こ
と
に
す
る
。
具
体
的
に
は
、
『
武
家
諌
忍
記
』
諸
本
に
お
け
る
、
酒
井
忠
治
（
庄

内
藩
）
・
忠
朝
（
松
山
藩
）
・
忠
解
（
大
山
藩
）
の
記
述
の
比
較
と
、
各
藩
に
お
け
る
大
名
評

判
記
の
記
述
の
時
系
列
的
変
化
を
た
ど
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
藩
史
と
照
合
す
る
こ
と
で
、
各
大

名
評
判
記
の
特
徴
を
つ
か
む
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
2
．
酒
井
家
を
め
ぐ
る
御
家
騒
動
と
分
知
の
成
立

　
斉
藤
正
一
は
、
「
庄
内
藩
」
の
な
か
で
江
戸
時
代
初
期
に
起
こ
っ
た
庄
内
藩
の
御
家
騒
動
に

触
れ
て
い
る
。
“
酒
井
長
門
守
一
件
”
と
称
さ
れ
る
こ
の
事
件
は
、
斎
藤
に
よ
れ
ば
、
「
初
代

藩
主
酒
井
忠
勝
の
弟
長
門
守
忠
重
が
兄
忠
勝
を
寵
直
し
、
忠
勝
の
世
子
忠
当
を
廃
し
、
自
子

九
八
郎
を
立
て
て
御
家
乗
取
り
を
陰
謀
し
、
忠
心
を
擁
護
す
る
家
老
高
力
喜
兵
衛
と
対
立
し
、

長
門
守
の
識
訴
に
よ
っ
て
喜
兵
衛
は
忠
勝
の
逆
鱗
に
触
れ
追
放
さ
れ
た
事
件
」
、
で
あ
っ
た
。

長
門
守
は
、
幕
府
の
小
姓
衆
に
属
し
、
白
岩
八
○
○
○
石
を
給
さ
れ
て
い
た
が
、
「
苛
政
の
た

め
に
領
内
の
農
民
は
疲
弊
し
、
七
度
も
愁
訴
を
行
っ
た
が
受
理
さ
れ
な
か
っ
た
」
（
斉
藤
）
と

い
う
人
物
で
あ
る
。
忠
勝
の
弟
に
は
他
に
、
右
近
大
夫
直
次
が
あ
り
、
左
沢
］
万
二
〇
〇
〇

石
に
封
ぜ
ら
れ
た
が
、
「
寛
永
六
年
目
一
六
二
九
）
嗣
子
な
く
没
し
断
絶
と
な
っ
た
」
（
斉
藤
）
と

い
う
。

　
さ
て
、
結
果
的
に
、
「
長
門
守
の
陰
謀
は
、
忠
勝
の
死
に
よ
っ
て
画
餅
に
帰
し
た
」
（
斉
藤
）

の
で
あ
る
が
、
斉
藤
は
、
右
記
の
岳
父
に
あ
た
る
松
平
伊
豆
守
の
述
懐
（
「
宮
内
殿
（
忠
勝
）

短
慮
に
て
我
が
ま
ま
な
る
振
舞
、
殊
に
悪
人
の
長
門
殿
感
度
、
何
か
と
指
引
致
さ
れ
霜
気
、

今
一
年
も
半
年
も
存
命
な
ら
ば
酒
井
の
家
破
滅
た
る
べ
し
」
）
　
を
引
用
し
、
「
酒
井
家
に
と

っ
て
危
機
存
亡
の
大
事
件
で
あ
っ
た
」
と
ま
と
め
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
家
督
を
継
い
だ
酒
井
忠
当
（
忠
昌
）
は
、
忠
勝
の
遺
言
に
従
い
、
分
知
を
す
す

め
る
こ
と
に
な
る
。
『
庄
内
藩
』
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

「
正
保
四
年
（
一
六
四
八
）
十
二
月
、
家
督
を
継
い
だ
酒
井
忠
当
は
、
忠
勝
の
遺
言
に
よ
り

忠
勝
の
三
男
忠
恒
に
中
山
（
松
山
）
．
一
万
石
を
、
七
男
忠
解
に
大
山
一
万
石
を
分
知
し
た
。

な
お
、
時
代
が
下
る
が
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
忠
勝
の
二
男
忠
俊
の
長
男
忠
高
に
余
日
五

〇
〇
〇
石
を
分
知
し
た
。
」
（
斎
藤
）

　
史
実
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
、
松
山
藩
と
大
山
藩
が
成
立
し
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
で
は
、
こ
う
し
た
史
実
と
『
武
家
諫
忍
記
』
の
記
述
を
照
合
し
た
と
き
に
、
ど
ん

な
こ
と
が
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
3
．
酒
井
家
に
み
る
『
武
家
諌
忍
記
』
諸
本
の
比
較

　
班
共
通
作
業
で
、
万
治
二
年
（
＝
ハ
五
九
）
前
後
の
成
立
と
日
さ
れ
る
『
武
家
諫
上
記
』
諸

本
に
つ
い
て
語
句
の
比
較
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
酒
井
家
に
関
す
る
記
述
を
取

り
あ
げ
て
み
よ
う
と
思
う
。
巻
五
に
幼
年
の
将
と
し
て
登
場
す
る
酒
井
左
衛
門
尉
忠
治
は
、
『
旧

史
大
事
典
』
の
「
庄
内
藩
」
に
よ
れ
ば
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
四
月
に
、
忠
当
の
後
継
と

し
て
藩
主
に
就
任
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
『
武
家
諌
官
記
』
諸
本
の
記
述
の
異
同
に
関
し
て
は
、

内
容
に
明
確
な
相
違
は
見
当
た
ら
な
い
も
の
の
、
他
の
写
本
が
「
愚
評
の
項
」
に
お
い
て
、

魏
武
帝
短
歌
を
引
用
し
て
い
た
の
に
対
し
、
対
馬
本
で
は
そ
れ
が
な
か
っ
た
こ
と
は
特
筆
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
（
詳
し
く
は
総
論
の
添
付
資
料
を
参
照
さ
れ
た
い
）

　
一
方
、
巻
十
五
で
登
場
す
る
酒
井
大
学
頭
忠
朝
に
関
し
て
は
、
加
賀
大
聖
寺
本
の
独
自
性

が
際
立
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
居
城
の
項
に
関
し
て
内
容
の
相
違
が
確
認
で
き
る
。
他
の
写
本

が
、
「
居
所
出
羽
之
内
芸
談
」
と
記
し
て
い
る
の
に
対
し
、
大
聖
寺
本
と
池
田
家
本
は
「
居
所

出
羽
之
内
」
と
記
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
藩
士
大
事
典
』
を
紐
解
く
と
、
こ
の
「
居
所
佐
澤
」
と
い
う
の
は
史
実
と
異

な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
先
に
も
述
べ
た
が
、
左
沢
城
は
寛
永
六
年
（
一
六
．
一
九
）
に
嗣
子
な

く
断
絶
し
た
左
沢
藩
の
居
城
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
忠
朝
は
、
各
写
本
が
共
通
し
て
、
「
宮
内
大

輔
忠
勝
之
子
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
や
、
本
知
（
二
万
石
）
や
家
老
（
幾
志
、
西
田
）
と
い

っ
た
情
報
か
ら
藩
史
と
照
合
し
て
、
忠
勝
の
三
男
で
、
松
山
藩
初
代
藩
主
の
酒
井
忠
恒
を
さ

す
こ
と
が
わ
か
る
。
と
す
れ
ば
居
所
は
中
山
で
あ
り
（
の
ち
松
山
と
改
称
1
『
藩
史
大
事

典
』
「
松
山
藩
」
）
、
「
居
所
佐
澤
」
は
誤
記
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
点
、
大
聖
寺
本

と
池
田
家
本
は
、
明
確
に
「
佐
澤
」
と
記
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
点
に
限
っ
て
は
誤
記
で

は
な
い
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
れ
と
関
連
し
て
か
、
在
所
に
関
す
る
記
述
も
、
大
聖
寺
本
の
み
他
の
写
本
と
異
な
っ
て

い
る
。
池
田
家
本
も
含
め
た
そ
の
他
の
写
本
が
「
国
二
禽
獣
重
刷
等
有
」
と
記
し
て
い
る
の

卜2
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に
対
し
、
大
聖
寺
本
は
特
に
禽
獣
柴
薪
等
に
は
触
れ
ず
、
「
魚
貝
類
多
カ
ラ
ス
」
と
の
み
記
し

て
い
る
。
他
の
写
本
が
魚
貝
類
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
は
奇
妙
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
か
ら
は
推
測
の
域
を
で
な
い
が
、
大
聖
寺
本
は
忠

朝
の
居
所
と
し
て
、
正
確
に
松
山
と
把
握
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
他
の
写
本
が

想
定
し
た
居
所
と
は
別
の
地
を
想
定
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、

他
の
写
本
に
み
ら
れ
た
「
在
江
戸
之
年
一
〇
〇
品
品
付
テ
五
人
扶
持
外
二
摸
合
ア
リ
」
と
の

記
述
が
大
聖
寺
本
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
こ
こ
に
付
記
し
て
お
く
。

　
ま
た
、
巻
十
八
に
は
、
忠
勝
の
七
男
で
大
山
藩
初
代
藩
主
の
酒
井
備
中
守
忠
解
が
登
場
す

る
。
諸
本
の
異
同
に
関
し
て
は
、
対
馬
本
に
忠
解
の
記
載
自
体
が
な
い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ

る
。
先
の
斉
藤
が
執
筆
し
た
『
藩
中
大
事
典
』
の
「
大
山
藩
」
に
よ
れ
ば
、
「
忠
解
は
万
次
．
一

年
（
一
六
五
九
）
一
二
月
に
叙
任
さ
れ
、
寛
文
八
年
卒
去
。
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
三
月
家
は

断
絶
し
、
領
地
は
収
公
さ
れ
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
仮
に
対
馬
本
が
成
立
し
た
と
き

に
大
山
藩
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
対
馬
本
の
成
立
を
、
寛
文
九
年
以
降

と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
忠
朝
に
み
ら
れ
た
大
聖
寺
本
の
独
自
性

に
関
し
て
は
、
こ
こ
で
も
「
在
江
戸
之
年
」
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
が
、
先
の
よ
う
な
居
所
の
認
識
等
を
め
ぐ
る
相
違
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　
4
．
酒
井
家
に
み
る
各
大
名
評
判
記
の
比
較

　
こ
こ
で
は
、
『
武
家
諌
忍
記
』
前
後
の
大
名
評
判
記
に
ま
で
検
討
の
射
程
を
拡
大
し
、
酒
井

家
を
め
ぐ
る
記
述
と
史
実
と
を
照
合
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
　
　
9

　
『
武
家
斎
堂
記
』
よ
り
先
の
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
前
後
に
成
立
し
た
『
堪
忍
記
』
（
松
平

文
庫
本
）
に
お
い
て
は
、
酒
井
忠
勝
の
項
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ひ
た
す
ら
長
門
守
の

記
述
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
長
門
守
忠
重
の
苛
政
に
つ
い
て

延
々
と
述
べ
ら
れ
、
当
時
の
農
民
の
置
か
れ
た
深
刻
な
事
態
を
物
語
っ
て
い
る
。
一
方
、
『
堪

忍
記
』
（
内
閣
文
庫
本
）
で
は
、
忠
勝
か
ら
忠
勝
の
二
男
、
酒
井
宮
内
忠
俊
（
忠
勝
の
、
一
男
）

に
変
化
（
忠
俊
は
天
和
二
年
二
六
八
二
）
に
余
目
五
〇
〇
〇
石
を
分
知
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

　
「
庄
内
藩
」
）
し
、
石
高
表
記
と
、
表
記
の
順
序
に
変
更
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
あ
た
り
は
、

忠
当
の
襲
封
を
め
ぐ
る
藩
内
の
混
乱
を
反
映
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
武
家
諌
忍
記
』
以
降
、
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
に
成
立
し
た
『
武
家
勧
懲
記
』
に
お

い
て
は
、
青
島
で
酒
井
左
衛
門
尉
忠
治
が
登
場
す
る
。
こ
こ
で
は
、
酒
井
家
の
家
系
に
関
す

る
記
述
が
み
ら
れ
、
先
の
松
山
・
大
山
両
藩
の
成
立
過
程
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
特
筆
に

価
す
る
。
た
だ
し
、
『
藩
偉
大
事
典
』
と
比
較
す
る
と
、
人
名
や
出
生
順
序
に
数
多
く
の
相
違

が
あ
る
。
例
え
ば
、
「
宮
内
大
輔
忠
次
」
（
本
来
は
忠
勝
、
『
藩
史
大
事
典
』
で
は
忠
次
は
忠
勝

の
祖
父
に
あ
た
る
）
と
い
う
記
述
や
、
そ
の
「
長
子
摂
津
守
忠
直
、
二
男
大
学
頭
忠
朝
、
三

男
備
中
守
忠
解
」
と
い
う
記
述
が
見
当
た
る
の
で
あ
る
。
（
緒
言
か
ら
す
る
と
長
子
摂
津
守
忠

当
、
三
男
大
学
頭
忠
恒
（
忠
朝
）
、
七
男
備
中
守
忠
解
、
が
正
し
い
。
）

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
松
山
藩
の
酒
井
忠
恒
と
酒
井
大
学
頭
忠
朝
は
同
一
人
物
と
し
て
論
じ
て

き
た
の
だ
が
、

　
〈
…
摂
津
守
家
督
ノ
ト
キ
ニ
到
テ
順
知
ノ
円
ヲ
以
テ
ニ
万
石
茸
朝
一
万
石
忠
解
義
分
与
フ

　
　
忠
朝
今
年
死
去
息
石
見
守
忠
恒
相
続
ス
事
末
下
記
セ
リ
戦
馬
モ
寛
文
八
年
十
一
月
十
八

　
　
日
遼
行
合
子
ナ
ク
シ
テ
軍
需
ス
…
　
　
『
武
家
勧
懲
記
』
〉

と
い
う
、
〈
忠
朝
の
嫡
子
1
1
石
見
守
忠
恒
〉
と
い
う
認
識
が
み
ら
れ
、
混
乱
を
招
く
。

　
し
か
し
、
先
の
『
武
家
諫
忍
記
』
で
酒
井
忠
朝
は
「
忠
勝
之
子
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

真
実
と
す
る
と
、
忠
恒
は
忠
勝
の
三
男
（
『
藩
史
大
事
典
』
）
と
い
う
史
実
に
背
く
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
忠
恒
は
石
見
守
で
な
く
大
学
頭
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
「
武
家
勧
懲
記
」
が
本
来
は

「
石
見
守
忠
豫
」
と
記
す
べ
き
と
こ
ろ
を
「
石
見
守
忠
恒
」
と
誤
記
し
た
も
の
と
考
え
る
の

が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
巻
三
十
で
は
そ
の
酒
井
大
学
守
忠
朝
が
登
場
す
る
。

こ
こ
で
も
や
は
り
、
「
居
所
出
羽
之
内
学
澤
」
と
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
「
在
江
戸
之
年
」

の
記
述
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
細
か
い
と
こ
ろ
で
は
「
禽
獣
魚
柴
薪
ア
リ
」
と
「
魚
」
が
有
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
『
武
家
諫
忍
記
』
大
聖
寺
本
の
認
識
と
食
い
違
う
。
こ
こ
で
も
、

『
武
家
勧
懲
記
』
が
『
武
家
地
霊
記
』
の
通
行
本
を
参
考
に
し
て
書
か
れ
た
可
能
性
が
高
い

と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
い
っ
ぽ
う
、
大
山
藩
主
、
酒
井
備
中
守
忠
解
に
関
し
て
は
記
述
が
な
い
。
『
武
家
諫
忍
記
』

の
対
馬
本
で
は
既
に
消
去
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
も
『
藩
史
大
事
典
』
の
「
寛
文
九
年
収

公
」
を
反
映
し
た
結
果
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
時
代
は
さ
ら
に
進
ん
で
、
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
に
成
立
し
た
『
武
家
勧
懲
記
』
に

お
い
て
は
、
巻
二
十
．
一
に
「
大
学
頭
忠
朝
次
男
タ
リ
」
と
し
て
酒
井
石
見
不
忠
宗
が
登
場
す

る
。
相
変
ら
ず
松
山
藩
の
居
所
は
「
出
羽
国
璽
澤
ノ
住
」
と
さ
れ
て
お
り
、
『
武
家
諫
忍
声
』

通
行
本
の
誤
記
が
長
き
に
わ
た
っ
て
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
5
．
お
わ
り
に

　
今
回
、
庄
内
立
酒
井
家
を
中
心
に
、
『
武
家
諌
忍
記
』
諸
本
の
比
較
と
、
『
武
家
諫
忍
記
』

前
後
の
大
名
評
判
記
の
比
較
を
行
っ
た
こ
と
で
、
通
行
本
『
武
家
諫
忍
野
』
以
降
、
松
山
藩

の
居
城
が
「
佐
澤
」
と
誤
記
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
そ
の
意
味
で
加
賀
大
聖
寺
本
の
独
自
性
が
浮
き
彫
り
に
な
る
と
同
時
に
、
『
武
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家
諌
忍
記
』
以
降
の
大
名
評
判
記
が
、
お
そ
ら
く
は
大
聖
寺
本
以
外
の
通
行
本
を
参
考
に
つ

く
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
と
り
わ
け
「
武

家
勧
懲
記
」
に
お
い
て
、
藩
史
と
付
き
合
わ
せ
た
と
き
に
人
名
な
ど
の
誤
記
が
多
く
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
資
料
も
絶
対
的
に
正
し
い
の
で
は
な
く
、
注
意
し
て
用
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
た
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
通
行
本
の
「
佐
澤
」
が
誤
記
で
あ
る
こ
と
を
よ
り
実
証
的
に
確

認
す
る
こ
と
と
、
加
賀
大
聖
寺
本
が
想
定
し
た
松
山
藩
の
居
所
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
今
回
検
討
か
ら
外
し
た
『
土
芥
冠
讐
記
』
や
、
『
諫
懲
記
後
正
』

の
庄
内
藩
の
家
系
に
関
す
る
項
の
精
読
を
一
層
す
す
め
る
こ
と
も
必
要
と
な
ろ
う
。
そ
う
し

た
作
業
を
通
じ
て
、
各
大
名
評
判
記
の
成
立
過
程
に
一
層
迫
っ
て
い
け
る
も
の
と
考
え
る
。
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